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論文　袖麌 が RC 造骨組み の 耐 力及 び変形性能 に 及 ぼす影響

大宮　幸 ’1 ・林　静as　’2

要 旨 ：　 現 在、鉄 筋 コ ン ク リ
ー

ト建物 に お い て 袖壁は、こ れが骨組 に 及 ぼす影響が 不 明 確 と

い う 理 由 か ら非構造壁扱 い と さ れ て い る。本論 文 は、MS モ デ ル を用 い た 静的 フ レーム 解析 に

よ り、袖壁が骨組 の 耐力及び変形 性能に 及 ぼす影響を 明 らか に し た 。結果、袖壁長 さ が 柱 の

半分程度な らば、こ れを無視 して も骨組 の 耐 力
・
変形性能 に は影響 を及ぼ さな い こ と、ある

程度長 い 袖壁が付加 し た場合 で も、梁曲 げ降伏 先行型 の 全体崩壊 系を骨組 に 形 成 させ る こ と

で 、大変形を抑えた高い耐震性能を もつ 建物の 設計が 可能で あ る こ と を示 した。

キ ーワ ード ：袖壁 ，張出 比 ，MS モ デル ，静的 フ レ
ー

ム 解析

　 1 ．は じめ に

　 現在 ， 鉄 筋 コ ン ク リ
ー

ト （RC ）造 建物 に お い

て 二 次壁は ，骨 組 の 耐震性 能 に 及 ぼす 影響が 不

明確 で あ る と い う 理 由 か ら，構造設計 時に は 非

構造壁 と し て扱わ れ て い る 。こ の ため，た と え わ

ず か な 二 次壁が 柱 ・
梁 部材に付加する 場合に お

い て も，ス リ ッ トに よ る 非構造壁 化が行われ，建

物 の 施 工 性 ・経済性 の 面で 問題 とな っ て い る。

また先の 兵庫県南部地震に お い て は新たな 問題

が発 生 し た ：（1）二 次壁が非構造壁 化 され る こ と
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に よ り，骨組 の 変形性能は 向上 す る が 剛性は 低

下 す る g こ の ため建物 が修復 困難なほ ど大変 形

を起 こ した例があ る。（2）また大地震時 に お い て は

非 構造壁 の 破壊 が 許容 さ れ た こ と ，そ し て ス

リ ッ ト 間隔 を 十分 に 設 け る こ と は 難 し い こ と か

ら，壊れた非構造壁に隣接して い た 窓 ・扉が破壊

され，避難 の 妨 げにな っ た こ と。

　 こ こ で 袖壁 の 構造特性 ，つ ま り付加す る 柱 ・骨

組 の 剛性 ・耐力を増加させ る特性を考え る と，袖

壁 を有効 活用 する こ と に よ り，大地震時 に も大

変形 を 起 こ さ な い 高 い 耐 震性能を持 っ た建物 の
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設計 も可能 で あ る と 考 え ら れ る 。そ こ で 本論 文

は，袖 壁 が 骨 組 に 及 ぼす影 響 に つ い て ，静的 フ

レーム 解析 に よ り検討 を 行 っ た も の で あ る 。

　 2 ．解析概要

　 2．1　 解析モ デル

　 部材の モデル化は，文献 1）〜2）を参考に行 っ

た。袖壁付き柱 は ，図
一1 に 示す とお り，材 端 に

コ ン ク リ
ー

トと鉄筋 の 複数 の 弾塑性 バ ネを有 す

る マ ル チ ス プ リ ン グ （MS）モ デル を 用 い た。袖壁

付き柱の せ ん 断剛性低下率 は ，連層耐 震壁 の 実

験 か ら 導 か れた式 （1）3 ）を用 い て 表 現 した。 こ の

よ う に モ デ ル 化 を 行 っ た袖壁 付き柱 の 解析結 果

と既往 の 実験結果 d・5）の 比較を図 一2 に 示 す。同 図

よ り，式（1）を考慮し た MS モ デル に よ り，袖壁付

き柱を モ デル 化す る こ と は妥当 で あ る と 考 え る 。

梁 は ，材端に弾塑性曲げバ ネ を 有す る 線 材モ デ

ルを用 い る こ ととす る。ヒ ン ジ発生位置は以下 の

よう に 仮定 した ； ［柱】 梁主筋芯位置 とす る 【梁】

二 次壁が付加 し た梁の ヒ ン ジ位置 に つ い て は十

分検 討 が な さ れ て い る と は 言 い 難 い 。 こ の た め ，

今 回は文献 6＞を参考 に，袖壁端部か ら梁せ い の

1／4 内側に 入 っ た点 とした。

　 2 ．2　解析対象

　 基準 と な る フ レー
ム は ，実際に 設 計 さ れ た ，

2 × 5 ス パ ン の 地 上 14 階建 て RC 造 共 同 住宅 の

桁行 き 方 向 フ レ
ー

ム と し た e 図 一3 に フ レーム 形

状 を示す 。桁行 き方向 に は 多数 の 二 次壁 が 存在

し て い た が ， こ れ ら は す べ て ス リ ッ トに よ り非

構造壁化 さ れ ，純 フ レ
ー

ム 構造 と し て 設 計 され

て い た 。 こ の フ レ
ー

ム を基準 フ レ
ー

ム と して 解

析を行 う も の と す る ．
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図
一 3　 フ レ ー

ム形状 及 び加 力方 式

表 一 1　試 験体一覧

くく解析対象 と した建物の 材料強度及び主要 断面 形 状 ＞＞

［柱］　断 面 形状 ：1050x1000 （皿m），主筋 ：8−D38〜6−D38 （主 筋

　 　 比 1．15〜2．39X），補 強 筋 ； 4 −Dl3＠ 100〜2 −DI3 ＠ 100

　　 （補弓垂ミ筋b匕0．23〜0，51％）

［梁］　断 面形 状 ：750 × 770（mm）〜650x770 （mm ），主 筋 ：6−D38＋2−

　　 D35〜5−D35十2−D32 （引張鉄 筋 比 　O．83〜1，7TX），補強 筋 ；

　　 4−D16 ＠ 150 （補強筋比 　G．23〜1，06X）

［材料］ 鉄 筋 ；梁主筋
一SD390，梁補強筋

一SD295A・SD390，柱 主筋一

　　　 SD390，柱補強筋
一SHD685

　　　 コ ン ク リ
ー

ト ；2了．O〜36．0 （N／皿皿り

試験体名
壁 厚比

　 α

張出比
断面変更

AOO−00 一 一 一

A25−05 0．5 その まま

A25−10−Ch
α25

A17−10−Ch0 」7tO
変更

表 一 2　 梁 の せ ん断 ス パ ン 比 及 び せ ん 断余 裕 度

【記 号】 壁 厚 比 α ：壁厚 ／柱 幅 ，張 出比 β ：壁長 さ ／柱せ い

※ ユ　 α
＝0．25の 試 験 体 　→ 　壁厚 250mm，壁筋比 0．20X

　　　α
＝0，17の 試験 体　→ 　壁厚　180mm，壁筋比 0．55X

【試験体名】

A25 −10−Ch
　 （i）　（ii）　（iii）

（D壁 厚 比

（ii）張出比

百　　　　　　　　 M ／QD　　　Qsu／Qm
AOO−00 3，403

．90
1．221
．40

A25−05 2．63307 0、991
．10

A25−10−Ch
A17−10−Ch1

．852

、24

1．05
（0．80）
1，17
（0．89＞

（iii）Chが つ くと図
一3 の A，Bス パ ン の 梁 の 断 面変更 あ り

※ （ ） の 値 は 断面 変 更 を行 わな か っ た場合

　 　 　 上 段 の 値 　→ 　 図
一3、A ス パ ン

　 　 　 下 段 の 値 　 → 　図 一3、B ス パ ン

【記 号 】M／QD；せ ん断 ス パ ン 比

　　　 Qsu／Q皿 ：梁 の せ ん 断 終局 強度 を 梁 の

　　　　　　 曲 げ終 局 時の せ ん断力 で 除 した もの

　　　　　　 Qsu，　Qmの 各計算 式は文献 7 ）に よる。
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　 2 ．3　 変 動要 因及び加 力方 法

　 変動要因 を表 一1 に 示す。変動要因は，壁厚比

（＝壁厚 ／柱幅），張出比 （＝ 壁長 ／柱せ い ），梁 の

断面変更の 有無 で ある 。壁厚比は，既往の 二 次壁

に 関する 実験で 多く 用 い ら れ る パ ラ メ ー
タ で あ

る 0．25 （壁横筋比 ・0，2％ ） と ，実際 に 設計 され

た非構造壁 の 厚 さ に 相当する 0，17 （壁筋比 ≡O．55

％ ） の 2 通 り を考 え た。張出比 は 0．5，1，0 の 2 通

りで あ る。また A25−10−Ch．A17−10−Ch に つ い て は

，袖壁 が付加 す る こ と に よ り 梁 ス パ ン が 短 く な

り，梁 の せ ん 断 余 裕 度 が 小 さ くな る （表 一2参照 ）。

こ の た め ， 図一3 に 示 す A，B の 2 ス パ ン に つ い て

，梁 主 筋 の 降 伏強度 を 低下 させ （主 筋材質 SD390

→ SD295 ）t 梁 の 曲げ破壊が せ ん断破壊 に 先行 す

る よ う計 画 した。な お ， 加力方法は ，図一3 に 示

す と お り，一
階柱脚 を ピ ン で 固定 し，高 さ 方 向 の

荷重分布 は Ai 分布 とした。

3 ．解析結果

各解析結果 に つ い て 述 べ る 前 に，本論文に お

Q ／2 〔k）J｝
1．SEtO4 　il

・
酬
i：1：二：l
l：lli：l
l器
：器：：
　 　 o．o

尹
傷 〔u 】）　 c（t　1’；u・　24；

鞨 時

一
！

一一
．

一
（Cu−o．3D

一
！一■ 一一 一一一一’

一1 一一一一一．’一一一一
．

一 一一一一一一一一一．一一．

G！ 2 〔τon ）

1，8E暑041
．6E＋041
．4E ＋04

且．2Ete4
且，OE＋048
．OEIO36
．OE＋034
．OE＋e32
．DE暑030
．OE ＋OO

　 2，0　　　　 4．D　　　　6．O　　　　 B．O　　　　to、O
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 DeLCcm）

＜ AOO −00 ＞ （基準 フ レーム）

に u −0．44〕

C2 ；0．25）

0．0　 　　 2．0　　 　 4．0　　 　 6．0　 　　 8．O　　　 lO．0
　 　 　 ＜ A25 −10−Ch ＞ 　　　　　　@De　l〔 Ull

  いて 仮 定し た 各限界 状 態 に つ いて示

。 　【損傷限界 ） 以下の 3 状況 ；（ D 袖壁 付

柱 端 部 の
コ

ンク リート 又は鉄筋が 短 期 許 容

力 度 に 達した 時（2 ）袖 壁 付き柱にせ ん断ひ

割 れ が 発 生し た と き（本研 究で は 袖 壁付き

の せん断 剛 性 が低下し始 めた時点と す る）（ 3

梁 が短期 許 容 せん

耐 力に 達 した 時
　【終局状態＝ 安 全 限 界 】 最

変形 と なる 層の層 間 変形 角が 1 ／ 5

ﾈ 上 に 達 した時点。 　 以 下 か ら 解

結 果につい て述べ る 。 　3 ．書　層 せん断

ー 層 間 変
位

関 係 およ び
局

時 の モーメント分
布

　図一4 に は層 せ

断 カ ー層間変位関 係 を， 表 一 3 には各 限
界

状

に お ける 層問変
形角及 びペ ース

シ
ア 係 数を，

一 5 に は 終 局 時 のモ ーメン ト 分布 について 示

。各フレー ム と も ， 梁降伏 先行型の 全 体 崩壊

カ ニズムを
形
成し終局状態

に
至った。 　【AOO − 00

A25−05 】 わずか に 袖壁が 付加した A25 − 05 は

基
準フレーム AOO − 00 とほ ぼ 同

様
な耐 力

変 形性能 を示し た。

た両フレームと

終局 　Q・2 Cton 〕 1
SE †

041．6E ←
04　　　　

．　　一
　
　　 ； 0 ． 25 、　 C3 三

〇

26｝ 1．4 E ＋
o
・
1
　　

　

　 　 　　　　　． 1 、2 巨10ぐ　　 　．　．　　 − 　　O ．D　　
20 　 　 　 4 ． 0 　 　 　 6 ． 0 　 　 　8，0　　　LO，

　　　　　　　 　　　
　
　　　

　 De 　1　CCt
l 　　　　
　　＜A25 −

05＞

@　Q！3 〔toの 1、

・041．GE −・・一

一一 1 ．4
{04　　　一　一 1，3E＋o

l　−　　 −

1．・E咽簑一 S．DE

03　　　一　一 　一
　一

．OE珀34 ，0E レ03　　一
一 一 2，eEtO3　　　　　　 。．DE ．。σ　　2二〇・23 ）． 　　0
0 　　　　 2 、 σ　　

　
　4．σ　　　　6．G　　 　　9、0

　 　 　 置 σ．0 　　 　　 　 　＜A1

|10 −Ch＞　　　　　Delc じ

C 　
　 　　1 凡例 I　

x ー ス シ ア 記 号 】 　

　・…一●一一． ・− 　　 　C1 　

　−○… ．
　　 C2 　　 　　　　 　 　 　 C3 　 　 　

　 　 　　   許 容 応力度に 達 す

　　 　 ＼＼ 　　　　　　　　il袖壁にひ び 割れが発

す る 一。 許 容せ 嘶
耐 力。 達す。

〈損
傷

界 定義
〉
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・「層・ 終 局 時 　Cu 図 一 4 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

表 一 3　 各損傷限界時及び 終局時 の 部材角及 び べ 一ス シア係 数 一覧

口

試　験 張　出 員　傷i 員　　 Il ，、　局壁　厚
　　α Rrad　 　 CoRrad ）　 　 CoRrad 　 　 CoRradCo 　　　 　 ave

AOO−00 0 0 一 曽 一 一 1／175O ．2371 ／340 、3024 ．80
A25−〔｝5 025051 ／6850 、1251 ／259O ．2491 ／2450 ．2611 〆560 、3413 ．36
A25 −10−Ch0251 ．01 ／10170 ．1751 ／632O ．2501 ／3950 ，3321 ／660 ．4384 ．98
A17一毛0−Cho ．1了 tO1 ハ 0490 ．1731 ／7210224V4950 ．288v4904423 ．91

【記 号 】

損 傷 （i） ： 袖 壁 端 部 コ ン ク リ ー
トが 許 容応 力 度 に 達 し た と き ，損 傷 （iD ：袖壁付 き 柱 に せ ん 断 ひ び 割 れ が 発 生 した と き ．

損傷 （iI1 ）： 梁の せ ん 断 力が 許 容 耐力 に 達 した と き．終 局 時 ； い ずれ か の 層 が 層 間 変 形 角 V50 に 達 した 時 ，Co ： ペ ース シ

ア係 数 ，R ： 最 大 層 間 変 形 角 （rad ＞，μ ave ：降 伏 した 梁 の 塑 性率 の 平 均値

AOO −OO

図 一 5

　 　 AO25 −05 　　　　　 　　　　 AO25 −10Ch

終局 時モ ーメ ン ト分 布比 較　 （○は ヒ ン ジ を示す）

時は は ほ ぼ同様な モ
ーメ ン ト分布 と な っ た。

　 【A25−IO−−Ch，A17−10−Ch】 AOO−OO に くらべ 骨組

の 剛性 ・耐 力が増加 し ， 終局時の ペ
ー

ス シ ア 係数

は約 4 割ほ ど上昇 した。また袖壁が付加す る こ と

に よ り，柱の 応 力分布 は連層耐震壁 に 近 い も の

と な っ て い る。ま た 壁厚比 の 小 さ い A17−10−Chは

A25−10−Ch よりわずか に耐 力は低下 した もの の 、

壁厚はあ ま り フ レーム の 耐力 ・変形能に 影響を

及ぼ さ な か っ た。

　 3 ．2　 終局 時 におけ る柱 ・梁 部材応 力状態

　 表 一4 に は ，終局時 の柱 ・
梁部材の 応力状態を

示す。同表 に は，フ レーム 内部 で
一

番応力状態が

厳 しい 部材 に つ い て 示 して い る 。なお ， 梁の せ ん

断終 局 強度 は 文献 7） に よ り，袖 壁 付 き 柱 の せ ん

断終局 強 度に つ い て は著者ら が 提案し た 式に よ

り算 出 した （付録参 照）。同表 よ り，以下 の こ と

が 分か る ； 【梁】終局時 に 梁が負担す る 応 力は ，τ

c／Fc に して ほ ぼ o．12程度と ，袖壁が付加 した場

合 に お い て も基 準 フ レーム と ほ と ん ど変 わ らな

い 。 ［柱 1 柱 に つ い て も τ c ／Fc は ，各 フ レ
ー

ム と

も ほ とんど基準 フ レ
ーム と変わ らな い。軸力 に

関 し て は，い ずれ の フ レ
ー

ム も
一

階 引張 側隅柱

の 負担 軸 力が最 も厳 しい もの とな っ た。また袖

鷲 琴
　 ．伸 『

　 ，
　 確

．

一
1

詫

一
卩

Fr

厂
○凵　　 OF 榊

一嚇
L ’

’，昌
　 ドr　　　　’　　　　　　ド ’ 卩，

，
　　　　　　 ノ 卩

，　　　　　　　　　　　　　　　　戸 尸
　 　 ド
ノ　　 ド i　　 〆一　　　　｝　　　　　LLr

’
〆1

AOI7 −10 −Ch

壁 が長 く な る ほ ど 骨組 の 剛性 が 上 昇 す る た め ，
一

階 引張側 隅柱 の 軸力 に 対 す る 余 裕度 は厳 し く

な っ て ゆ く 。

　 4 ．袖壁 を含む 骨組の 耐震 性能 の 検討

　 袖壁 を含 む骨組 の 耐震性 能 を検 討 す る た め ，

本論文で は限界耐 力計算 法 S》 に よ る 検証 を行 っ

た。地盤 の 増幅係数 Gs は地盤種 別による略算値

を用 い た （第 二 種地盤 ）。また建物 の 減衰 に よ る

加速度の低減率 Fh に つ い て は ，各部材 の 塑性率

か ら減衰を 求め ， こ れ を各部材 の 歪 エ ネ ル ギー

に よ り 重 み 付け して 算出す る 方法を 用 い た 。

　 表
一5 に は損傷限界及 び安全限 界応答値

一
覧

を ，図 一6 に は 各 フ レ
ー

ム を等価
一

質点 系に 置換

した際 の べ
一

ス シ ア
ー
代表変位 関係を 示 す。

　 【損傷限界］建物 の 損傷限界 を袖壁付 き柱端部

の コ ン ク リー トが 許容応力度 に達 し た場合 と す

る と，一
部 の フ レ

ー
ム にお い て 損 傷限界時 に 必

要と され る耐力を満た して い な い こ と が わ か る 。

し か し損 傷限 界 応 答 時 に ，袖 壁 端 部 の コ ン ク

リ
ー

ト応 力 は最大 圧 縮強度 程度 で あ っ た た め ，

こ の 方法 に よ り建 物 の 損傷 限界 と 定め る こ とは

厳 しすぎ る もの と 思われ る 。一
方，損傷限 界を袖

一472一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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壁 の せ ん 断 ひ び割 れ ま たは，梁 の 許容 せ ん 断 耐

力と した場 合 は，損傷限界時に 必要と され る 耐

力 を満た し て い た。

　 【安 全 限 界】袖壁 が 付 加 す る 骨組 に お い て も，

梁 降伏 が保証 され全体 崩壊系 が 形成 さ れ る 場合

に お い て は ，安全限界時 に 必 要 と さ れ る 耐 力 ・変

形 能 を保持 して い る こ とが分 か る。ま た ，図
一了

よ り．安 全 限 界時 の ペ
ー

ス シ ア 係数 と張 出比 に

は 比 例関係 が 見 られ る が，A25−05 と A25 −10 を 結

ぶ直線が縦軸 （β三〇，0）と 交わ る点の値は，AOO−

00 よ り 小 さ い 。 こ の 結果 か ら，袖壁 が 張 出 比 に

し て 0．5以下 で あ る な ら ば，袖壁が骨組 に及ぼす

影響はほ とん どな い こ とが考え られ る 。

　 本論文で は袖 壁 を含 む骨組 の 静的 フ レーム 解

析 を行 っ た。こ の 結果 ，以下 の 知見を得た 。

（i）袖壁 長 さ が張出比 に して 0．5 以下 で あ る な ら

　 ば，骨 組 の 耐震性能に ほ と ん ど影響 を及ぼ さ

　 な い 。張 出比が O，5 より大 き い 場合 は，こ の

　 影 響を無視す る こ と が で き な い の で ，構造設

　 計時 に は袖壁 の 影 響 を考慮す る 必 要が あ る 。

（iD 袖壁 が 付加 さ れ て も，梁 の 負担 せ ん断応 力

　 は そ れ ほ ど 増 加 し な い 。一
方 ，柱 は袖壁付加

　 に よ りせ ん断余裕度が 上昇 し た。ただ し，袖

　 壁 が 付 加 す る こ と に よ り，フ レーム の 剛性 が

　 上昇す る ため，一階引張側隅柱の 負担軸力が

　 増加する a こ の ため ，軸鉄筋な どの 補強 が必

　 要 と思 わ れ る 。

5 ，まとめ

表 一 4　 終局 時 に お け る部材応 力状懇 一覧

厚 比 張 出 比
試験体名

α τ c／Fc　　 　 Qsu〆Q τ c／Fc　　　 　Qsu／Q　　　 Nmax 〆N

AOD−00 D o 0．1可6 1．23 0．054 2．11 1．61
AO25−05 0．25 0．5 0．119 1、04 0．055 2、81 1．14
AO25 −10−Ch0 ．25 1．0 0．120 0．94 0．055 2，80 O、98
AO17 −10−Ch0 ．17 1．0 0．122 o．93 0．064 2．73 0．94

【記 号 】

τ c ：終 局 時 の 平 均せ ん 断応 力 （N ／田 M2 〕，　 （・部材 が 負 担 す るせ ん 断 力を 全 断面積 で除 した もの ）

Fc ： コ ン ク リ
ー

ト圧 縮強 度 （N ／mm り．Qsu ； 各せ ん 断終 局 強度 式に よ る 計 算 値 （kN ）．梁 は 文 献 7） に よ る 計 算値 ，袖

壁 付 き 柱 は 筆 者 ら が 提 案 した せ ん 断終 局 強度 式 に よ る 計 算 値 （付 録 参 照 ）、q ： 終 局 時 の 各 部 材 が 負 担 す る せ ん 断 力

（k］
T
）．Nmax ；柱 の 最大 軸 力 で．以 下 に示 す とお り。圧 縮最大 軸 力＝（全 断面積 XFc ）（kN ），引張最大軸 力 ＝（袖壁 縦 筋

も 含む 断 面 の 全鉄 筋 X そ の 降伏 強 度 ｝（kN ｝，　 N ： 絡 局 時 に 柱 が 負 担 す る 軸 力 （kNO

表
一 5　 損傷限 罪及 び安全限 界応答値一覧 【記 号 】　 表

一3 に 同 じ

試験体名 壁厚比 張 出比 損 （i） mm （ii）．（iii＞ 局時

α radCo 閉 dCoRradOoaveRradCoRradCo8ve

AOD一〇〇 0 0 冒 一 1／1750 ，241 ／340 ．304 ．801 ／3880 、131 ／650282 ．15
A25 −05 025O ．51 〆6850 、13 ロ／2590 ．251 ／560 ．333 、361 μ 570 ．161 ／76034226

A25 −10−Gh0251 ．01 ／10170 ．181 ／6320251 ／660 ．444 ，981 ／10060 、181 ／1230422 ．44
A17 −10−Ch0 ．17 叮、o1 ／10490 ．171 ／7210221 ／490 ．443 ．911 ／9530 、191 ／99o ．423 ．20

QB（KN）

4．E＋04

3．E＋04

2，E＋04

1、E＋04

0，E＋00

Al7 −10−Ch　　　　　　八25−10−Ch

　 　 　 　 AO25 −05

AOO −00
（基準 フ レ ーム ）

0．00　　 020 　　 0．40　　 0．60　　∠］（m ）

図 一 6　 ベ ース シ ア ー代 表変 位 関係

【凡 例】

□ 鱧騾謝，，
．

、が艪 応。度。 達す、、

躅　　　@　損傷隈界時〔i
j 　（袖壁付 き柱 にせん断ひび割れ

生 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 べ一 ス

ア 係 数 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　
D5 ■ 　 安 全 限

時（終局時） ○

損侮限界応答時

　
安全限

界

答時

  73一

A4AOOO

D ．
3

　 　／［ 　　騨
‘

，・ 「　A25−10−Ch

／　　　AI

|10 − ChA25 − 05 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　　　
　 張 出 比 　 　 　 　 　　 　0．2 　 　 　　　

　 　 　0 　 　0 ， 5 　　 1
　 　1 ．5

図一7　ベース シア係数 一

出 比関
係

　 　 　 　 　 　 　 （ 終局時） N 工工一
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（iii）梁 の 曲 げ降伏が保証 さ れ ，骨組 に全体崩壊

　 系が 形 成 さ れ る の で あれば ， 袖 壁を活 用す る

　 こ と に よ り，大地震時に お い て も大変形 を起

　 こ さな い 高 い 耐震性能 を持 つ 骨組 の 設計 も可

　能で ある こ と が分か っ た 。
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■ 付 録 ： 袖壁付 き 柱 の せ ん 断終局強 度

袖壁忖き柱 袖 壁板 柱

　こ
．．＝ 一

÷ ・
，・・．，g ：： ：：：

　 　 　 　 　 　ア
ー

刋慶構に よる　 トラス ・アーチ機 構に よる

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ ん断耐力〔Vc）　 　 　 　 せ ん断 耐力CVa｝

耽斎K ＋ Va

死 ．

％ σ
，

丑々
  θ

　　　　　　 2

耽 耳 mh ｛V，i，K ， ，
Ve

、｝

提案式
s］

… （2）式

… （3）式

…
（4）式

v・．1　＝・肌 蝋 ・〔u…
一早 〕    ・

’⊇，・巫 響
・・

観

・♂ 野 ’，

【記号】

Vu：袖壁 付 き柱 の せ ん断 終 局強 度

　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 （kN）

Va ： 袖壁 板 の アーチ機 構 によ る

　 　 せ ん断 耐 力 （kN）

Vc ：柱の トラ ス
・

ア
ーチ 機構 に

　 　 よ る せ ん 断耐 力 （kN）

ソ a ： コ ン ク リ
ー

ト圧 縮 強度

　　　低減係数 （下参照 ）

ba ：壁厚 （冨α B）　 （皿m）

Da ： 袖壁も含め た全せ い

　　＝（1 ＋ 2 β） D 　（mm）

θ a ：ア
ー

チ 角度

※ 式 （4）にっ い て は

　 文 献 ID）参 照

■ ソ a に つ い て

　τ a〈τ u 　の とき
　　　　　　　，
　 　 　 ソ a＝ソ a

　τ a＞τ U の とき　
一

〉 ス リッ プ破壊

　　 　レ a＝（τ aノ τ u ）・ソ a
’

【記 号 】

τ a ：境界 面に 働 くせ ん 断応 力　 （6）式

τ U ；境 界 面が 負担 で き る せ ん断応 力

　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 （8）式

ソ a
’

： ア
ーチの 有効圧 縮強度　（7）式

σ a ：境界面 に働 く垂 直応力　　（5）式

τ

填界面

，7 、
σ

B；，
τ

u θ、 し

　　 σ
a 　　　　　　　　（05 ＋ β）D

　　　　　　　　愉

仁凱劉 讌

■ ア ーチの 有効 圧 縮 強度 低 減係 数 11］

　嬉   ＋ 1．45η 　
’一’｛7）「t

　　　 Vs
ρ

＝O．74−
、
ah 　12600

　　　η＝（ao −
（  ）／「σ ら

　　　　 ql≦ σ ，，lt のとき η
＝O

　 　 　 　 　 　 　 　 −］，6f，
　　　 a．。＝2・1。　ah 一

ρμ v

【記 号 】

　 η　 ； 有効 圧 縮応 力比

　c σ b ： コ ン ク リート 1軸圧 縮 強度

　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 （  f〆c皿リ

　 レ a
’

：圧縮強度低減係数

　 ソ sp ；軸 力が作 用 しな い 場 合 の

　　　　圧 縮 強 度低 減 係 数

　PS　 ： 補強 筋 比

　σ y　 ：補強筋降伏強度 （  f／cm り

　 σ 0　 　外 部圧 縮応 力 （kgf／c皿り

　　　　　σ 。
　＝　・Vt｛α （o．5＋ β）BD｝

■ 柱
一
袖壁境界 面 の ス リ ヅ プ時 の

せ ん断応力
［t〕

r，，・・O・091’f．・ 1・28P．．　Nia．，，f，，

　　　 ＋ 0．54ρ．．σ：1，＋ 0．84a．　
’”

【記 号 】

　 λ ：1．0とす る

　fc；

　PW ： 壁横 筋 比

　σ y ：鉄筋降 伏強 度 （N／mm ：
〉

　 σ n ；外 部 圧縮 応 力 （N／mmり
　　 　 σ n＝σ a と す る 　 （5） 式

（8）式

コ ン クリート圧縮強度（N加皿り

一474一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


